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公立八鹿病院 緩和ケア病棟 

緩 和 ケ ア だ よ り  

ひ だ ま り 

 今年は雪が多く、雪かきが大変でした。屋上庭園にもたくさ

んの雪が積もりましたが、草木の新芽が見え始め、少しずつ春

を感じるようになりました。 

 今回は、がん患者さんが困ったときの『どうしようか…』の

ヒントとなるお話パート4をご紹介します。 

よく知っておられ
ますね！あなたに
話しましたかな？  

そうですよね。息子さんも娘さんも

遠方ですし、痛みが出てきたらどう

したらいいのか不安になりますよね。 
緩和ケア病棟入院前面談を受けたAさん。

できるだけ家で過ごしたいと思いつつ、

一人暮らしのために痛みが出た時が不

安で、その時は入院したいことをB看護

師に伝えました。 

編集後記 コロナ、コロナの2年間で、マスク生活、ソーシャルディスタンスに慣れてしまい

ました。今年こそ、皆で楽しい時間が過ごせることを願っています。（編集委員） 

わたしは直接聞いていませんが、Aさ

んのお気持ちは大切に記録に残して   

     いるんです。ですから、  

     スタッフみんなAさんのお 

     気持ちを知っているんで 

     すよ。 

それで知っておられたんですね。 

そうと分かれば安心です。もらった

薬を飲んで、もう少し家で過ごして

みます。どの看護師さんも気にかけ

てくれてるんだもの。無理かなと

思ったら、また相談します！ 

※実在の患者さんではありません 

Aさん、痛みが 

出てきたように 

感じますが、 

いかがですか？ 

以前、「痛みが出

たら入院したい」

と言われていまし

たが、お気持ちは

いかがですか？ 

今後の生活に不安を感じる 

Aさんのお話 

できるだけ家にいたいんですね。 

でも痛みが出たら独居で不安だから

入院したいと思われているんですね。 

Aさんのお気持ちは分

かりました。できる

だけおうちで生活で

きる様にお手伝いし

ます。そして、痛み

が出たら入院の相談

をしましょう。 

その後、しばらくしてAさんはC看護師が

担当する緩和ケア外来に通院しました。 

そうだ～。嫁さんは 

死んでしまったしなぁ。 

嫁さんも痛そうにし

とったことがあった。 

あんなことになったら

どうしたらええか分か

らん。だから入院して

お世話になろうと思う。 

そうだ～。 

痛くなったら薬を飲んだらええの

か？救急車を呼ぶのか？ 

一人で焦ってどうしてええか分から

なくなるだろうしなぁ…。  

Aさん（独居） 

７５歳 

よろしく 
お願い 
します 

近頃、痛みが出てきたなぁ。 
C看護師さんは、わしの気持ちを 
  知っているだろうか… 

Aさん痛みが出てきたか

な…。痛みが出たら入院

したいって言っておられ

たけど、お気持ちは 

  どうかな？ 

患者さんの思いをスタッフで共有し、どこ

で生活しておられても、患者さんの思いが

叶うようにお手伝いさせていただきます。 

1年間、ご愛読ありがとうございました 

 本号が令和3年度の最終となりました。 

１年間ありがとうございました。読んでいただ

いている皆さんを思い浮かべながら、内容を考

えて、「ひだまり」をお届けしてきました。 

 今後も皆様のお声をいかしていきたいと思い

ますので、ご意見・ご要望がありましたら、 

お知らせください。 

ひだまり担当者一同 

電子カルテなどで 
情報共有します！ 

B看護師 
Ｃ看護師 


